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1.はじめに 
 当研究室ではこれまでレーザースペックル現
象を利用した Laser Speckle Flow Graphy(LSFG)
と呼ばれる血流測定システムを開発している[1]。
従来の測定システムは測定プローブ、電源・制御
ボックスとデータ解析用 PC の 3 つで構成されて
おり機動性に欠けていた。 
本研究では携帯可能なハンドヘルド型皮膚血流
測定装置を開発し、血流測定、データの解析、結
果の保存、測定結果の比較を一つの装置で行うた
め に MCU(Micro Control Unit) と 外 部記 憶
(MicroSD カード)のインターフェースの開発を
行い、システムの携帯性を確保することを目的と
する。 
 
2.システム構成 
 Fig.1 に本システムのブロック図を示す。MCU
が中心となりレーザーユニット、ラインセンサー、
有機 EL ディスプレイでシステムを構成する。レ
ーザーユニットから照射されたレーザーは生体
に当たり、その散乱光がラインセンサーで取得さ
れ、ラインセンサーのアナログデータが MCU の
A/D コンバータを経て MCU が血流評価量(MBR 値)
を算出し、有機 EL ディスプレイに計算結果を表
示させる。 
 Fig.2 に血流評価量を表示したディスプレイ
画面を示す。横軸が経過時間、縦軸が MBR 値であ
る。Fig.3 に示すように使用している有機 EL デ
ィスプレイ(μOLED-128-G1)には MicroSD カード
スロットが付随しており MCU から制御が可能で、
調歩同期式のシリアル通信を行う。MCU は測定デ
ータを算出し MCU の内蔵メモリに格納してディ
スプレイにグラフを表示させる。測定が終了した
時MicroSDカードにMCUの内蔵メモリに格納され
ている算出されたデータを保存する。過去の測定
結果を参照する際は MicroSD カードに保存した
データを MCU が読み出し、有機 EL ディスプレイ
に表示させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.1 LSFG system block 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.2 Result of blood flow measurement 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.3 external memory 
 
3.実験結果およびこれからの課題 
 MicroSD カードへ測定血流評価量と表示した
画像を保存、参照し、運動前後の血流評価量の比
較・解析をすることが可能になった。データは一
回の測定が終了した時刻の値をフォルダ名とし
たフォルダに保存した。しかし、有機 EL ディス
プレイの MicroSD カードは取り外しが容易では
なく、データの参照はこのシステム上に限られて
いる。今後は無線通信モジュールなどをシステム
に追加し、データをコンピュータに送信し参照、
比較を容易にするといった改良が必要であると
考える。 
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